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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：11/8(水)17：15～　　　場所：メンタルケア病棟3階会議室
対象：全スタッフ
テーマ：救急対応　　　　　　　　講師：小泉Ns
・H29年度For秋冬号の表紙・裏表紙に使用する写真の投票について

投票用のファイルを設置するので、表･裏、２点の写真を選び投票すること。

投票期間：11/4(土)～11/6(月)
設置場所：病院（二階）、南山苑（事務室）、三沢（南天の郷）の打刻機横

・八戸精神科医会研修会
日時：11/15(水)　19：00～20：30
場所：八戸パークホテル　マグノリア
演者：ハートフル川崎病院　院長　天保　英明先生
内容：専門医制度の動向と最近経験した摂食障害

・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22(水)19：00～20：30

　場所：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路　智恵子様～10/30(月)奥寺整形外科受診しており、医師より、膝の変形は直らないと説明されている。デイケアで筋トレをするように説明されているが、本人はマッサージと捉えており、断るつもりだと話している。

・古舘　ヨリ　様～左足小指骨折で、11/2(木)滝沢整形外科再受診している。本人は足の痛みを訴えているが、医師からはもう痛みは無いと思われると説明ある。奥寺整形外科にかえようかと思っていると話している。今週は予定が詰まっており、11/8(水)：訪問看護、11/9(木)：眼科、11/10(金)：八戸赤十字病院糖代謝科、11/11(土)：青南病院となっている。

・田中　一　　様～他利用者の名前をあげ、気にするような言動が聞かれている。先日グループホーム体験利用した浜辺信明様について、体験利用中に部屋をのぞかれたことや、デイケア利用者に自分からあめをもらっているのを見て、自分の部屋に入って通帳などをとられるんじゃないかと心配になったと話している。稲垣ふき様や奥山以依子様に対しての不満を話しているが、大きな体調変化はない。

・番沢　政勝　様～本日、歯科受診し、急ぎで治療するところが終わったら、一旦終了にしたいと話している。

・若松　邦生　様～11/8(水)にエスペランサ見学予定だが、11/1(水)に下見に行ってきたとのこと。そのこともあってかエスペランサでの就労に気持ちが向いているような発言が聞かれている。

・村上　元道　様～10/31(火)あと1ヶ月でうみねこ幸房とバイバイだ、11/1農作業あるけどそんなの馬鹿がやることだから俺はやらない、医者が意見書書いてくれるって言った、県外に仕事に行く等、先週はテンション高めで経過したが、目つきの鋭さや表情の硬さはここ数日は見られていない。
　　　　　　　　　⇒就労について、本人は自己評価が高いため、A型就労から一般就労へ

と考えているようだが、うみねこ幸房ではうまくいっても、他の施設でうまくいかないこともあるので、うまくいかなかった時に精神的なもろさへの影響が大きいと思われる。現在使っている施設や全てのサービスを切ってしまう可能性も考えられ心配な面があるため、言動の観察が必要である。
・藤村　翔　　様～11/1(水)幻聴で、お菓子を買うと体重が80kgに増えるからお菓子を食べるのを止めろというようなことが聞こえたと話している。食事などで幻聴に左右された行動が見られている。

・田名部　浩平様～11/4(土)～11/5(日)、自宅へ外泊している。11/13(月)モニタリング予定。

・坂本　秀男　様～11/21(火)インフルエンザ予防接種予定。

・大下　伸治　様～土・日は調子よさそうにしていたが、腰痛がある時には横になって寝ていることが多く見られている。11/8(水)の整形外科受診には、世話人同行予定となっている。

　　　　　　　　　⇒デイケアでは、ラジオ体操には参加しており、普段はいすに座って過ごしており、横になったりすることはない。腰痛を訴える前から、エアロビクスには参加していない。
※浜辺信明様のグループホームあおば体験利用後のグループホーム入居について、本日青山荘で話し合いを行う予定となっている。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～11/1(水)定期訪問実施。1週間落ち着いて過ごせたと話している。寂しくておばに電話したくなりイライラしたが、よこまちストアで買い物をして紛らわせたとのこと。胸に湿疹が出て、10/27(金)に北村皮膚科受診している。汗をかいたのを引っ掻いたためとのことで、軟膏処方となっている。次回11/6(月)受診予定。アパートの風呂の水は業者に頼んで出ないようにしており、11/6(月)青明舎で入浴をしている。

・松川　順子　様～11/2(木)受診し、そのまま入院となっている。関係機関への連絡等行い、アパートの大家さんより、家賃は11月分まで支払われており、12月分以降は退院してから支払うことで了解を得ている。
・東海林　紀子様～11/2(木)来所している。10/30(月)に荻生内科受診し、心電図などの検査を行い、ホルター心電図検査を11/6(月)～11/7(火)で行う予定と話している。11/1(水)にデイケア利用中に胸が苦しくなることがあったとのこと。飲酒はビール500m缶を1.5本飲んでいるが、家系的にお酒を飲む方なので大丈夫だと話している。最近、太ったといわれることが多く、自覚しているような言動も聞かれている。摂取カロリーを少なくするように助言している。

・福井　彩　　様～11/2(木)青陽館より過呼吸状態で訪問希望していると連絡あり、20時スタッフ2名で訪問している。訪問時には過呼吸は落ち着いており、症状が出た時は受診を勧めている。夫がストレスの原因なので、アパートに戻るのは嫌だ、アパートにいるとご飯が食べれない。前日は東海林紀子様の家に泊まり、夫の愚痴を聞いてもらったと話している。11/3(金)来所し、今朝は5:00～6:30の90分位眠ったが、食事も摂れていないと話している。夫様が今日から3連休で気が重いと話しているが、今までちゃんと向き合っていなかったので、これから向き合っていくと話している。また、11/7(火)が診察予定となっているため、過呼吸発作が起きた時の対応について相談するよう伝えている。

・北村　奈美　様～11/3(金)夕方電話があり、恋の病でご飯が食べられないと話している。デイケアに電話をしたが繋がらず電話をしたと話しており、短時間で電話を終了している。

・鈴木　知子　様～11/5(日)電話があり、デイケアにいつ来ても良いといわれたと話している。11/6(月)13時過ぎに行こうかと話しているため、事前に電話をしてから行くよう助言している。

　　　　　　　　　⇒11/2(木)に来所している。しばらくぶりの入浴にさっぱりした様子で、その後はプログラムに参加し、来週も木曜日に来ると話している。特に気になる利用者もいないとのこと。

・中居　美津子様～11/5(日)定期訪問実施。体調は変わりないと話している。お金はキツキツだが、病院の支払いは今月で終わりそうだと話している。通販で生姜シロップを購入しており、月8000円をカード払いにしているとのこと。年末年始は出費がかさむので節約するような話をしている。寒くなってきたので、部屋にストーブを出しているが、ストーブのすぐ脇まで物が置いてあり、火事の危険があり、物を片付けるよう助言している。

・我満　奈津紀様～デイケアから情報提供している。デイケア来所時、本人より青南病院通院患者と交際していると話がある。相手は状態が不安定になりやすいため、自信が交際相手の状態につられないようにと助言している。交際相手と外出する際、娘様も一緒に出掛けようと誘うが、娘様は母様と出掛けたく嫌がっており、どうすればよいかと悩んでいる様子があった。
＜利用者様情報＞

デイケア

・赤松　翔太様　～本人から連絡があり、市から補助金をもらって、町内会のゴミ箱作りを行っている所が有り、そこで補助的な手伝いをしている。その手伝いに今月いっぱいかかるようなので、「デイケアは11月いっぱい休ませてもらいたい」と話している。来所できるようになったら、デイケア利用するように伝えている。
・福井　彩　　様～11/3（金）に「スタッフに直接相談したいことがある」と来所している。昨日、過呼吸等の不調をきたした件について振り返っている。夫様の携帯電話を見た後から不信感や不安が募り、身体症状がでてきたのではないかと自分なりに不調の原因を探っている。夫様との関係について青明舎からもアドバイスをされており、自分でも夫婦間での話し合いが必要であると感じているとのこと。いきなり腹を割って話すことは難しいと思われるため、自分のタイミングを見計って話してみるようにアドバイスをしている。不調からの回復が早くなっていることを評価している。

・北村　奈美　様～11/3（金）に「ヘルプ～」と明るい声で電話がある。調子が悪く昼食を摂ることができておらず、服薬も出来ていないと話している。服薬の必要性は理解しているが、どうしてよいかアドバイスが欲しいと話している。話していくうちに自分から、固形物を取らなければいけないことを思い出し、少量のお菓子は食べられることに気付いている。自分で気づいて対処できたことを評価している。電話の所要時間は3分ほどで、要件を済ませるとすぐに電話を切り、スタッフと決めた電話のルールを守っている。
デイナイトケア
・千葉　輝夫　様～息子様より情報提供があり、先日買い物に行った際に、車内で待っててもらうため、コーヒーと食べ物を置き、カーナビでテレビを観ているよう伝えてから買い物に出かけている。買い物を終え車内に戻ると、コーヒーと食べ物は全部摂取し、ダッシュボードを開け食べ物を探したのか、車のヒューズ1cm程のものを口に入れている。また、食事の際に、味噌汁の中にコーヒーを入れる、ぶどうジュースを飲んで「このコーヒーおいしい」と話す等があったとのことで、デイナイトケアでも同様のことがないか確認し、食事時も声がけしてほしいとのこと。
・野月　利章　様～本日、久しぶりに来所しており、体調に変化ないと話しているが、バイタル測定を行うと、血圧137/102ｍｍHg、脈拍120回/分と高値となっている。「来所しなければ家に来るって言われたから来た」と笑いながら話し、休養の為すぐに早退している。欠席に伴い、来所する機会も減っており、少しでも来所に繋げられるよう関わっていく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、咳が頻回に見られているため、マスクの着用を促すが、着用することなく過ごしていたとのこと。本日は来所時より、特定利用者（津嶋イチ子様）に対して過干渉になったり、放歌する等の行動はあるが、他者とトラブルになることなく過ごしている。引き続き、本人の様子を観察し、トラブルに発展しそうな言動がある際には、介入し振り返り等を実施していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～11/3（金）のナイトケア利用時、腰の調子が戻ってきたと話している。年齢とともに体重が減少しており、「筋肉が落ちたんだと思う」と話している。腰を痛める頻度が増えてきているため、定期的な運動を勧めている。本人が望み、必要であれば筋力アップトレーニングについて主治医に確認し、トレーニングメニューを提案していく。また、夕食前に別室で腰を伸ばして過ごしていることに関して、「実はさ・・・」と悩みを打ち明け始めており、詳しく聞くと特定利用者様(下妻康貴様)に一緒に煙草を吸うことを普段誘われているが、喫煙室内で煙草をねだられることが増えてきておりそれを負担に感じ、喫煙を誘われないよう別室で過ごしているのだという。大ごとにはしたくない上に相手との関係性は悪くしたくないため上手く断る方法に悩んでいるとのことで、お金がないことを理由に断ることを提案すると「やってみるよ」と話している。上手く事が進まない場合には再度相談して欲しいこと、必要に応じてスタッフからも本人様に声を掛けることが出来ることを伝えると「助けが必要な時はまた声かけるよ。」と答えている。
　　　　　　　　※タバコの件について、青明舎とグループホーム世話人へ情報提供している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（駒木　洋士様）　

実施日：H29年11月6日（月）13：30～14：00

担当：馬場

検討内容　目標・計画の確認・見直し

	氏名
	駒木　洋士様
	性別
	男
	年齢
	64
	生年月日
	S28.3.2

	主病名
	統合失調感情障害
	合併症
	（椎間板ヘルニア）

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を継続。

	本人希望
	病状悪化せず、アパート生活を維持する。

	家族希望
	同上

	入院歴
	計4回（最終：H25年9月2日 ～H26年3月19日）

	通所歴
	2回目

· 前回：22年10月25日～　25年9月2日

· 今回：H26年3月24日～現在　　　（週2回/月･水･曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ステーション｢五福｣　1回/週(火)

地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣　1回/週（（木）の調理教室）

	住居：アパートで単身生活

近くに母様、長姉宅有り。
	家族構成

同胞3名第3子次男として出生。

S50年頃結婚し､2子(1男1女)をもうける｡

H9年離婚、現在､元妻・2子とは連絡を取っていない。

＜保護者＞姉：木村　修子　様

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中、自立支援医療



	備考


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①残した薬包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。

	
	②気分変動がないよう、作業時間を決めた時間は集中して取り組めるようにする。
	②作業療法での枠組みを決め、時間を守って集中して作業ができるようにしていく。
	②病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①服薬を欠かさずに行う。


	・服薬ノートと空包を持参しており、忘薬・自己調整することなく、服薬継続している。訪問看護でも服薬確認を行って折り､特に問題はない｡　

・睡眠は8時間とのことで十分に取れているとのことで、日中の眠気はないと話している。また、デイケア利用中も居眠りすることはない。

・以前に整形外科から処方された薬の服用について、1日3回（毎食後）となっているところを4回服用していることがあり、薬が足りなくなり、急遽受診することがあった｡
	・服薬を確実に行うため、青陽館と訪問看護で服薬状況の確認を行い、忘薬や自己調整のないよう、訪問看護と情報共有していく。計画の表記が「残した薬包」となっているが、現状忘薬等無い為、「空包」に変更。上記以外は変更せず目標継続｡

	②作業療法での枠組みを決め、時間を守って集中して作業ができるようにしていく。
	・6月後半頃より、パソコンを持参し、CDのダビングや建築模型作りのための設計図作成をしたり、一方的な話し掛けがみられたり、頻回に複数の友人に電話をかけ、外出に誘うことが目立ってきていたが、スタッフから気分高揚さや多弁、多動についての振り返りを行うが、本人は自覚がなく、大丈夫と話していたが、何度も振り返りを行うことで、徐々に落ち着いてきている｡

・自主活動では決まったメンバーでトランプをして過ごしているが、プログラムの時間になると入浴しに行くことが多く、水曜日のSSTへは参加できていない。

・自宅では、変化無く、テレビを見たり読書したりして過ごしていることが多いと話している。
	・現在の目標では、作業療法により、病状悪化を防げるような表記となっている。実際は、病状悪化した際の自覚が持てない為、まずは症状悪化のサインや、悪化している自覚を持てるような関りが必要であると考えられる。上記理由により目標・計画を再設定する｡

	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	・腰痛や手の痺れについては、2週間に1回、整形外科に通院し理学療法士と話してきているとのこと。

・身体症状の軽減のため、重い物や多くの荷物を抱えて長時間歩くことはしていないとのこと。

・エアロビクスでは筋トレとストレッチへの参加している。ラジオ体操は身体状況を見ながら、自分の出来る範囲で取り組んでいる。
	・腰痛等の身体症状の軽減のため、運動療法に無理のない範囲で継続できるように観察し、助言していく。目標継続｡


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、アパート生活を維持する。
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。
	①服薬を欠かさずに行う。
	①空包とノートを一緒に確認する。怠薬や自己調整をしている際は、内服の必要性や、自己調整のリスクについて再度説明をする。

	
	②自身の病状変化（気分高揚、多弁、多動、浪費、眼光の鋭さ）に気付き、対処出来るようになる。
	②自身の症状変化について、気付くことが出来る様になる。
	②自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、気分の高揚がある際は、自分で気付くことができるように変化について声をかけていく。

	
	③身体状態に応じた活動できるようになる。
	③自己の身体状態を把握し、対処法で困ったときは相談出来るようになる。
	③腰痛の有無や程度を確認し、腰痛が強い場合は運動を控えたり、強度を調整するように声をかける。


